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   午後１時36分開会

○池田啓子議長

ただいまから、平成27年第３回岸和田市

貝塚市清掃施設組合議会定例会を開会いた

します。

まず、議員出席状況を事務局から報告さ

せます。

○事務局

議員出席状況についてご報告申し上げま

す。

ただいまの出席議員は14名でございます。

以上で報告を終わります。

○池田啓子議長

ただいまの報告のとおり、出席議員14名

をもちまして会議は成立いたしております

ので、これより本日の会議を開きます。

○池田啓子議長

次に、本日の会議録署名者を施設組合議

会会議規則第101条の規定により、私から、

５番平岩征樹議員、６番真利一朗議員を指

名いたします。

○池田啓子議長

次に、本定例会における議事説明員は、

お手元に配付しておりますとおりでありま

すので、報告いたします。

○池田啓子議長

これより日程に入ります。

日程第１、会期決定についてを議題とい

たします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、

本日の１日といたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

   〔「異議なし」の声あり〕

○池田啓子議長

ご異議なしと認めます。よって、本定例

会の会期は、１日に決定いたしました。

○池田啓子議長

次に、平成27年７月分から９月分までの

３カ月分の例月出納検査結果報告につきま

しては、さきに議員各位にご送付いたして

おりますとおりであります。

本件について質疑のある方は発言を願い

ます。

   〔「なし」の声あり〕

○池田啓子議長

ないようですので、本報告を終わります。

○池田啓子議長

次に、日程第２報告第１号平成26年度岸

和田市貝塚市清掃施設組合継続費精算報告

書の報告を求めます。藤原龍男管理者。

○藤原龍男管理者

皆さん、こんにちは。よろしくお願いし

ます。

ただいま上程をされました報告第１号平

成26年度岸和田市貝塚市清掃施設組合継続

費精算報告書につきましてご報告を申し上

げます。

本件につきましては、平成25年度から実

施してまいりました旧清掃工場解体事業が

平成26年度で完了いたしましたので、地方

自治法施行令第145条第２項の規定に基づき、

継続費の精算の結果を議会にご報告申し上

げます。

なお、報告書の内容につきましては、事

務局長より説明をいたさせますので、よろ

しくお願いをいたします。

○池田啓子議長

次に、補足説明を求めます。事務局長。

○田中一裕事務局長

それでは、補足説明をさせていただきま

す。

この精算報告書は、旧清掃工場解体事業

における工事請負費の継続費についてのも

のであります。

まず、表左側、全体計画として、期間は

平成25年度、26年度の２カ年で、年割額は

平成25年度が２億8,000万円、平成26年度が

４億2,000万円で、総額７億円で組まれてお
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ります。

  次に、表中ほど、実績といたしまして、

支払済額は25年度が工事の前払金7,000万円、

26年度が残りの工事請負費４億1,930万円で、

全体として４億8,930万円の執行となりまし

た。

  したがいまして、表右側の比較欄内、年

割額と支出済額との差２億1,070万円となり、

不用額となっております。

  以上で説明を終わります。

○池田啓子議長

  ただいまの説明に対する質疑はありませ

んか。

   〔「なし」の声あり〕

○池田啓子議長

質疑なしと認めます。よって、本報告を

終わります。

○池田啓子議長

  次に、日程第３認定第１号平成26年度岸

和田市貝塚市清掃施設組合決算認定を求め

るについてを議題といたします。

  本件に対する提案理由の説明を求めます。

藤原龍男管理者。

○藤原龍男管理者

  ただいま上程の認定第１号平成26年度岸

和田市貝塚市清掃施設組合決算認定を求め

るにつきまして、その提案理由のご説明を

申し上げます。

  平成26年度一般会計の決算につきまして

は、地方自治法第233条第２項の規定により、

監査委員の方々にその内容についてご審査

をお願いいたしましたところ、慎重なご審

査を賜り、このたび、審査意見をつけて議

会の認定に付した次第であります。

  平成26年度一般会計の歳入決算額47億989

万9,478円に対しまして、歳出決算額が44億

9,755万7,790円でありましたので、歳入歳

出差引額が２億1,234万1,688円であります。

  決算内容につきまして、まず、歳入から

ご説明申し上げます。

  決算額は47億989万9,478円となり、予算

現額に対しまして２億3,768万5,522円の減

収となっております。

  減収となりました主なものは、分担金の

５億1,390万円であります。

  また、増収となりました主なものは、繰

越金の5,806万4,689円、諸収入の１億9,988

万6,409円であります。

次に、歳出でありますが、決算額は44億

9,755万7,790円となり、予算現額に対しま

して４億5,002万7,210円の不用額が生じて

おります。

  不用額が生じました主な科目は、総務費

の４億4,590万8,552円であります。

  以上、一般会計の決算の概要をご説明申

し上げましたが、決算書のほか、実質収支

に関する調書、決算事項別明細書、財産に

関する調書、決算に関する資料を提出いた

しておりますので、何とぞよろしくご審議

の上、ご認定賜りますようお願いを申し上

げます。

  なお、決算の詳細につきましては、事務

局長から説明をいたさせますので、よろし

くお願いをいたします。

○池田啓子議長

  次に、補足説明を求めます。田中事務局

長。

○田中一裕事務局長

  それでは、認定第１号平成26年度岸和田

市貝塚市清掃施設組合一般会計決算認定を

求めるについての補足説明をさせていただ

きます。

  決算書９ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書からご説明申し上

げます。

歳入総額47億989万9,000円に対しまして、

歳出総額44億9,755万8,000円で、歳入歳出

差引額は２億1,234万1,000円となり、実質
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収支は２億1,234万1,000円でございます。

  次に、歳入の明細について収入済額の欄

を中心にご説明申し上げます。

12、13ページをお願いいたします。

  第１款分担金の収入済額は34億7,100万円

でございまして、前年度と比べ３億7,900万

円、9.8％の減少でございます。

両市の負担割合は、２割を均等割、８割

を人口割で算出しておりまして、岸和田市

65.008％、貝塚市34.992％となっておりま

す。この結果、13ページ備考欄上から４行

目に記載のとおり、岸和田市が22億5,642万

7,680円、貝塚市が12億1,457万2,320円でご

ざいます。

  次に、第２款使用料及び手数料の収入済

額は２億4,749万2,380円でございまして、

前年度と比べ1,715万6,600円、7.4％の増加

でございます。

  第１項使用料でございますが、主なもの

は、13ページ備考欄上から９行目の附属洗

車場使用料の131万7,630円でございます。

  次に、第２項手数料でございますが、そ

の内訳は、廃棄物の処分手数料２億4,579万

5,830円でございます。

  次に、第３款繰越金は、４億2,271万

7,689円でございます。内訳といたしまして

は、備考欄一番下、前年度繰越金２億1,271

万7,689円、継続費２億1,000万円でござい

ます。

  14、15ページをお願いいたします。

  次に、第４款諸収入の収入済額は５億958

万9,409円でございまして、その主な内訳は、

15ページ備考欄の金属類等売払収入5,922万

8,053円、電力売払収入４億3,862万2,999円

でございます。この電力売払収入は、ごみ

の焼却による発電効率を上げるとともに、

一般競争入札の実施により、前年度より１

億7,656万3,069円、67.4％の増加でござい

ます。

  第５款組合債の収入済額は5,910万円で、

前年度と比べ5,420万円の増加でございます。

その内訳は、備考欄一番下、ごみ処理施設

増設事業債でございます。

以上、合わせまして最下段の収入合計は

47億989万9,478円で、前年度と比べ１億332

万3,872円の増加でございます。

  続きまして、歳出の明細についてご説明

申し上げます。

  16、17ページをお願いいたします。

  第１款議会費は、予算現額430万1,000円

に対しまして、支出済額322万8,230円で、

不用額は107万2,770円でございます。

  次に、第２款総務費は、予算現額25億

5,864万4,000円に対しまして、支出済額は

21億1,273万5,448円、不用額は４億4,590万

8,552円でございます。

  第１項総務費につきましては、予算現額

１億8,862万9,000円に対しまして、支出済

額は１億7,952万2,888円で、不用額は910万

6,112円でございます。

  第１目一般管理費の支出済額は、１億

7,513万1,266円でございます。その内訳は、

備考欄の職員給与等１億6,036万3,124円及

び清掃組合管理事務事業1,476万8,142円で

ございます。清掃組合管理事務事業は、当

施設組合の運営に係る事務費でございます。

  次のページ飛びまして、20、21ページを

お願いいたします。

  第２目総務管理費の支出済額は413万

9,522円で、その内訳は、21ページ備考欄一

番上、リサイクル啓発事務事業で３Ｒの推

進事業やクリーンセンターフェア開催等に

要するものでございます。

  第３目公平委員会費の支出済額は５万

9,500円で、公平委員報酬でございます。

  第４目監査委員費の支出済額は19万2,600

円で、監査委員報酬及び事務費でございま

す。
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  次に、第２項施設費第１目施設管理費に

つきましては、予算現額23億7,001万5,000

円に対しまして、支出済額は19億3,321万

2,560円で、不用額は４億3,680万2,440円で

ございます。

  主な支出では、第11節需用費の支出済額

は２億8,015万3,335円で、備考欄の消耗品

費１億3,572万6,747円は、主に排ガス・排

水の処理に必要な薬品類や焼却及びリサイ

クル設備の経年劣化に伴い交換する消耗品

等の購入費でございます。

  １つ飛びまして、光熱水費9,485万7,433

円は、クリーンセンターの電気、上下水道

等の料金でございます。

  次の修繕料4,206万4,390円は、クレーン

本体及びクレーンバケットやコンベア等の

修理や整備点検に要した費用でございます。

  22、23ページをお願いいたします。

  第13節委託料の支出済額６億4,781万

1,522円の主な内訳は、クリーンセンター運

転管理委託に４億5,333万円、焼却灰等の埋

め立て処分及び運搬委託に１億2,061万

3,238円、中央制御システムの保守点検委託

に1,998万円でございます。

  第15節工事請負費の支出済額９億2,652万

920円の主なものは、旧清掃工場解体撤去工

事に４億1,930万円、定期点検整備工事に２

億4,732万円、主灰クレーン増設工事に

7,884万円、排水処理設備点検整備工事に

4,705万8,840円、無機系原水槽塗装改修工

事に3,456万円でございます。

  第16節原材料費の支出済額7,130万5,374

円の主なものは、定期点検整備工事用部品

に5,022万円、ごみクレーンバケットの購入

に1,447万2,000円でございます。

  次に、第３款公債費は、予算現額23億

8,164万円に対しまして、支出済額23億

8,159万4,112円で、不用額は４万5,888円で

ございます。

  その内訳は、23ページ備考欄中ほどの長

期債元金償還事業に21億9,458万372円、長

期債利子償還事業に１億8,701万3,740円で

ございます。クリーンセンターの建設に伴

う土地、建物、設備に要した費用及びフェ

ニックス計画による事業の起債の元金償還

及び利子でございます。

  第４款予備費でございますが、当初予算

300万円に対しまして、予備費充当額はござ

いません。

  以上、歳出合計は、予算現額49億4,758万

5,000円に対しまして、支出済額44億9,755

万7,790円、不用額４億5,002万7,210円でご

ざいます。

  続きまして、財産に関する調書を説明い

たします。

  26、27ページをお願いいたします。

  公有財産、土地及び建物でございますが、

土地は14万2,337.09平方メートルと前年度

と変更は ございません。建物 は５万

3,863.98平方メートルと前年度と比べ

5,385.20平方メートルの減少となっており

ます。これは、旧清掃工場の解体によるも

のでございます。

  次に、28ページをお願いします。

  重要物品調書でございます。取得価格が

50万円以上の物品を掲載しておりますが、

旧清掃工場の解体に伴い、前年度より37台

減少の65台となっております。

  説明は以上でございます。何とぞよろし

くお願いいたします。

○池田啓子議長

  ただいまの提案理由の説明に対する質疑

に入ります。質疑はありませんか。川岸議

員。

○１番 川岸貞利議員

  決算書15ページですけども、電力売払収

入が前年と比較して１億7,000万円の大幅な

増加ということで、今の説明では発電効率
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を高めたということですけども、もう一度

主な要因、いいことなんですけども、教え

ていただきたいと思います。

○池田啓子議長

  樽谷総務課長。

○樽谷修一総務課長

  まず、主な点といいますと、ＦＩＴ法に

基づきまして７月より一般競争入札のほう

に切りかえまして、その分が大きな要因の

一つになっております。

  以上です。

○池田啓子議長

  川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

  逆に言えば、その入札で大幅な増が純増

になるのか、逆に言うたら今までそういう

効率的な、今理由が効率的な発電とおっし

ゃられたんで、今までなぜできなかったん

かいうこと、そして今後はこれぐらいの売

払収入が継続できるんかどうか、お尋ねし

ます。

○池田啓子議長

  田中事務局長。

○田中一裕事務局長

  発電効率では非常に優秀なというんです

か、かなり優秀な効率を出してるというの

は過去からずっと、過去からというんです

か、ここ何年も続いてる話でございます。

ただ、入札という行為になりますんで、売

却額、これは議員もご存じのとおり、電力

供給の状況でかなり大きく変わってくると

推測しております。今後、また電力の供給

状況、原発の稼働等もございますので、そ

の辺のところを見守っていきたいと思いま

す。

  以上でございます。

○池田啓子議長

  川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

  電力量を上げるために、例えばプラスチ

ックごみを燃やせば当然エネルギーが高ま

って発電が増加するように思うんですけど、

その辺はいかがですか。

○池田啓子議長

  田中事務局長。

○田中一裕事務局長

  今の議員の質問は理論上の話かと思いま

す。これは国の方針、またそれぞれ自治体

の方針がありますので、その辺のとこは組

合としては差し控えさせていただきたいと

思います。

  以上でございます。

○池田啓子議長

  川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

  私の個人的な意見ですけども、今、両市

の分別収集、これは両市のごみ処理基本計

画に基づいてされてると思います。岸和田

市においては容器包装リサイクル法に基づ

く処理費用が約１億円、貝塚市の場合は約

5,000万円は要っておると思います。それを、

毎年入札で決まるわけですけども、ほとん

どが還元剤で使われてる。つまり、溶鉱炉

で燃やしてるというような状況です。

以前からそのプラごみを焼却場に燃やし

ますと炉が傷むというような個々の説明を

受けておるんですけども、我々、こないだ、

東大阪市と堺市の焼却場に行きますと、や

はり全然問題ないよと。また、年度は忘れ

たんですけど、この組合議会に以前、東京

23区の千歳工場に視察に行ったことがあり

ます。これは東京都においては埋立地の延

命という目的の中でプラごみを全て燃やし

てる。分別収集はペットボトルのみという

ことなんで、処理経費も含めてそういう燃

やせば、可能であればやはりここで燃やす

のも選択肢の一つかなと。

最終的には両市の分別の計画にもよるん
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ですけども、そういう両市の分担金を可能

な限り軽減する方法の一つかなあと思いま

すので、要はプラごみを燃やしたときに炉

が傷むんじゃなしに、よその市はいけてま

すから、ましてや千歳工場は川重の同じよ

うな系列ですから、そこも五、六年燃やし

てるんですが、炉の影響がないということ

で、ひとつこの機会にそういう、仮定の話

なんですけども、まずここで燃やしても炉

が傷むのか傷まないのかということを勉強

していただきたいと思いますけど、その点

いかがでしょうか。

今の分別収集の検討は別においといて、

まずここで今の容器包装リサイクル法に基

づくプラごみも燃やすことは可能かどうか

を勉強していただきたいと思うんですが、

その点いかがですか。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

当然、燃やす量がふえれば焼却炉の寿命

は縮みます。これは１点、事実でございま

す。耐えれるか耐えられないかというのが、

今、議員のお話やと思うんですけども、炉

の寿命は当然縮むということが１点です。

それと、当然、今発電をやっていますけ

ども、自然由来のものの割合が多ければそ

れだけ高く電気を買うてもうてるというの

が１つの事実でございます。ですんで、プ

ラスチック等がふえたら、今後売電収入が

ふえるというのは、その辺は一概に言えな

いというふうに思います。

以上でございます。

○池田啓子議長

川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

その辺を含めて、やはり両市の負担を軽

減すべく方法をこれから一生懸命取り組ん

でいただきたいなというふうに思います。

それと、ページが26ページですけども、

埋立用地の中で、昨年度か２年前かちょっ

と記憶にないんですけども、ちょうど流木

の墓の近くの池、永吉池かなと思うんです

けども、その造成とかその使用形態につい

て教えていただきたいと思います。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

今、川岸議員言われた造成という意味で

は、当然最終処分地になりますので、安易

にさわるものではないというふうに思って

おります。ですんで、去年度の決算におき

ましてという話やと思うんですけども、去

年度、造成等はしておりません。

以上でございます。

○池田啓子議長

川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

思い間違いかどうかわかりませんけども、

少年野球に貸しておられるように聞き及ん

でるんですが、当然少年野球になりますと

ある程度の造成なり整地なりが必要と思い

ますけど、その点、思い間違いであれば申

しわけないんですけど、お答えいただけま

すか。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

経過としては、少年野球に貸された。こ

れは１つの経過としてございます。ただ、

その少年野球に貸すために組合が造成は一

切やっておりません。これははっきりした

話です。

もう一つが、今現在は貸すということは

やっておりません。

以上でございます。

○池田啓子議長

川岸議員。
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○１番 川岸貞利議員

確認なんですけども、少年野球が借りに

来て、その造成については少年野球の団体

が負担したということですか。少年野球の

造成すらしてないという意味なんでしょう

か。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

そもそも最終処分地内で上に置いてる覆

土の上にまた土を置くというのはあり得る

とは思います。ただ、造成ということで言

うたら、そういう行為ではないよというこ

とでございます。

以上でございます。

○池田啓子議長

川岸議員。

○１番 川岸貞利議員

しつこいようですみません。どうこうは

ないんです。実態がわからないんで質問さ

せていただいてるんですが、要は、今は少

年野球の団体が造成をして、今、少年野球

場として使われてるのかどうかだけ教えて

いただきたい。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

今は一切使用さしておりません。

以上です。

○池田啓子議長

井上博議員。

○９番 井上  博議員

実は、先ほどの川岸議員のご質問、埋立

用地、永吉池というんですか、そちらの分

について少年野球のほうの方からお聞きし

たところによりますと、何がしかの費用を

出してあそこを造成しましたと。しばらく

の間少年野球の野球場として使わしてもら

っておりましたけども、あるときそれが断

られて使わないようにということを言われ

まして、それはそれでいいんですけども、

その後、当時これを許可したいわゆる清掃

工場の組合の事務局長が何か訴えられたと

いう話を聞いております。

決算とは直接関係ないんですけども、ど

っちがこれ訴えられたんですかちゅうたら、

それはわからないということなんで、前局

長に聞きましたところ、組合のほうから訴

えられましたと。それについてどうされた

んですかと言うと、弁護士が入って何か損

害賠償どうのこうのということで何がしか

の金をお支払いさせていただきましたとい

う話なんですけども、先ほどの川岸議員の

お話では、清掃工場はあの池を使用するの

に当たって許可をしたと、それがだめにな

ったと。造成も向こうが出してて、組合側

が一銭も出していない。その上で途中から

やめてくれということを言われて、その上

に前局長が訴えられたということなんです

けども、そこらあたりの経過と、ここに予

算書ではそのいわゆる裁判の費用、そして

また損害賠償としていわゆる前局長がお支

払いしたという金額、もしよろしかったら

教えてください。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

まず、その造成ということでされたのは、

組合の最終処分地の隣の土地を借りて、隣

の土地をならして使いはったと。使うても

ええよということを言うたというふうに聞

いております。

そこまでは、組合のほうで答えを出した

ら当然管理者のほうとも話をしたことやと

いうことでは聞いておりますけども、隣地

との間に水路、排水路のところに隣との土

地の行き来を安易にできるために土を投入

しはったと。その土を投入するに当たって、
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要するに先方さんはそれを造成と思うては

るんかもわかりませんが、土を投入された。

土を投入されたら、当然水の流れてくる上

のほうの方は非常に困る話なんで、組合の

ほうにどういうふうになってるんですかと

いう問い合わせがあった。

で、現状をこちらのほうで確認させてい

ただいた。確認させていただいた結果的に、

ちょうどおととしの10月に私がこちらのほ

うへ異動になって来て、それの直前の話で

すが、ちょうど秋の話なんで、いつ大雨降

るかもわからんということで、早急にその

土をどけることが必要であろうという判断

になりました。

で、万が一それがあふれてしまって、処

理場の土の一部がどこかに流出するとかい

うことになると大変な問題になりますんで、

その土をどけ、要するに世間一般で代執行

ですね、本来は入れた人がやるべきの話で

す。ただ、入れた人が前局長に許可をもう

たという話なんで、前局長の責任やという

話です。

で、実質的に許可を与えたことについて

は書類等一切ないと。その当時、管理者に

も確認したらそういうことは一切知らんと

いうことで、前局長が自分の意思で、決裁

も何もなしに許可を与えはったと。せやか

ら、訴えられたということじゃなしに、そ

の費用を出してくださいよということで、

当然先方さん、少年野球チームとしたら許

可をもらってるのに私どもは払う必要がな

いと。ただ、その許可は何の根拠に基づく

書類も一切何もないような状況なんで、組

合としては当然、支出の明確でないような

お金を執行するわけにいかんということな

んで、組合としてはお金、お金というより、

万が一のことがあったらあかんので早急に

土はどけた。そのどけた土を誰に請求する

かというたら、結果的には前事務局長に請

求する形となったということです。

ただ、これが執行するのに時間的にとか、

先方との前事務局長との話し合いの時間も

あったんで、お金の歳入については平成27

年度に歳入されたということなんで、26年

度の決算の中には含んでないということで、

訴えられたというより、実費ですね、実費

を求めたというようなイメージにとってい

ただいたらええというふうに私は認識して

おります。

以上でございます。

○池田啓子議長

井上博議員

○９番 井上  博議員

ということは、27年度の決算においてそ

れがいわゆる数字が出てくるということで

すね。

○池田啓子議長

田中事務局長。

○田中一裕事務局長

そうでございます。

○池田啓子議長

井上博議員。

○９番 井上  博議員

ただ一つ、ちょっと解せんなと思うのは、

前局長は管理者にも了解をもらわずに許可

を出したということなんですけども、当時、

例えばここにおられる職員の皆さん、そう

いう内容のことについては、例えば次長な

んか以前からおられたと思うんですけども、

それは聞いたことなかったわけですか。

○池田啓子議長

山口事務局次長。

○山口  強事務局次長

私は平成24年の４月にこちらへ派遣され

ております。その今言う永吉池の少年野球、

隣地を造成して使っています。これについ

ては、それより以前に話し合いがあったと

いうことで、その隣地のは少年野球でいく
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と、そこら辺は地主さんと話ができたのは、

その時点よりまだ２年程前やということで、

書類的にもそこら辺になります。

で、先ほどの少年野球が使ってた隣地と

私どもの永吉池の水路をふさいだところは

２メーター５０ぐらいの段差がございます。

そこに土を入れるのが、少年野球の指導者

から言いますと前局長の許可を得たと、こ

ういうことであります。

これも先ほどの賠償、賠償というか裁判

をしたのではございません。局長が言いま

したように、その経費を、独断で局長の権

限を越えて行ったということで、その経費

を支出させたということなんですが、なぜ

こうなったかというと、私ども組合からそ

の指導者に聞いた話によると、前局長に許

可を受けた。これははっきりおっしゃって

ました。そんな中で今言うたような話にな

ったんですけど、それがちょうど、今局長

が言いましたように、今から２年前の平成

25年の５月ごろにその土を入れたというの

が、いろいろ聞き取り等調査でわかりまし

た。そのとき私は来ております。

ただ、そのことは、入れたのは、実際問

題、その事態はそのときには私自身は知り

ませんでした。そんな中で、梅雨、それか

らあそこの管理上、草を刈りに行かなあか

んということで私どもの職員が行ったとき

に、えらいことになってると。先ほど言い

ましたように、局長が言いましたように、

その土地の上の耕作者の方の水路をふさい

でしまうと、排水路をふさいでしまうと。

私どもとしても、これが台風、豪雨等で、

今集中豪雨とかありますから、水があふれ

て、ほかに川も近くにありますから、そう

いうことでほかのところに汚染物と考えら

れる、つまり焼却灰を含んだ分が流れると

汚染の可能性は否定できないと、こういう

ことの中で、すぐそれをどけなあかんとい

うのが、弁護士と話しした中で、先ほどの

経過も全部弁護士と話ししておりますけど、

その中で９月中に執行を決定しました。

そんな中で、今局長も言いましたように、

局長は10月１日に来ましたけども、ちょう

ど９月末からその月にかけてその分を取り

除いたということで、その土の件について

は、実際問題、僕見に行ったのが、７月に

入ってわかりましたんで、すぐさま弁護士

に相談して処置をとったと、こういうこと

でございます。

○９番 井上  博議員

わかりました。結構です。

○池田啓子議長

他にありませんか。

   〔「なし」の声あり〕

○池田啓子議長

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありま

せんか。

   〔「なし」の声あり〕

○池田啓子議長

討論なしと認めます。

これより認定第１号を採決いたします。

本決算は、これを認定することに決しま

してご異議ありませんか。

   〔「異議なし」の声あり〕

○池田啓子議長

ご異議なしと認めます。よって、平成26

年度決算は認定されました。

以上で、本定例会に付議する議案は全て

終了いたしました。

○池田啓子議長

続きまして、日程第４、一般質問に入り

ます。

通告がありますので、発言を許します。

９番井上博議員。

○９番 井上  博議員

発言のお許しをいただきましたので、し
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ばしの間ご清聴のほどよろしくお願いいた

します。

発言の趣旨といたしましては、資料に書

いておりますとおり、私が前回の議会の定

例会のときにご質問させてもらいました自

己搬入時間、現在は平日の１時から５時ま

でということになっておりますけれども、

これを、田中議員も同じようなご質問され

たわけですけども、自己搬入時間の拡大を

行って、一般市民の便利に寄与してはどう

かという話について、そのときの答弁とい

たしましては、最終、管理者及び副管理者

の答弁においては検討いたしますと、課題

を整理して協議させていただくということ

でございましたので、まずその課題の整理

と結果についてお聞かせいただきたいとい

うことが、まず第１点でございます。

次に、第２点の質問といたしましては、

これは前回の定例会のときに川岸議員が質

問した内容と同じなんですけども、実はそ

れ以前にも、本市の鳥居議員のほうからも

25年度の第１回、26年度の第１回定例会、

そして前回の27年度の第２回の定例会にお

いて、いわゆる事業系というんですか、一

般事業者のごみの搬入の減免、この問題に

ついてのご質問を過去において３回されて

おりました。

しかも、25年度、26年度におきましても、

当時の管理者の答弁におきましては、内部

で協議させてもらって、速やかに検討委員

会を設置して協議させてもらうということ

でありましたが、この内容について、その

後、前回の定例会においても川岸議員が同

じようなことを質問されておりますけども、

その結果というものはいかがになったのか

と、この２点について、結果というんです

か、検討の結果及び進捗状況の内容につい

てご説明いただきたいと思います。

以上です。

○池田啓子議長

藤原管理者。

○藤原龍男管理者

まず、１点目の搬入時間の拡大につきま

しては、今回の決算審査意見書の総括にも

あるんですが、費用抑制に向けた取組みに

一層尽力せよとありますが、私は８月11日

の定例会の後、事務局長、次長に、両市、

そして組合で何が問題点か、何が克服すべ

き課題かを含めて、対費用効果の面からも

十分協議を進めるようにというふうにお願

いをいたしました。

現在、両市と組合とで話し合いを進めて

いると、このように聞いておりますので、

過大な支出を伴うもんでありましたら、支

出を伴わない、できるだけ費用が抑制でき

る範囲というのが大きな市民への負担の転

換になると思いますので、その辺も考えて

順次議論を進めるようにと、こういうふう

に指示はいたしておりますので、詳しいこ

とは後ほど説明をいたさせます。

もう一つ、減免のことにつきましては、

意見書の総括の中でも２ページの下から６

行目、「事業系一般廃棄物処分手数料の減

免制度の見直しをはじめ」と、こう書いて

ますので、これは議会の意見も大切であり

ますが、監査委員のほうからもこのような

意見が出てるということを踏まえて、鋭意

検討を進めるようにという話をしています。

実は、定例会の後、事務局長を初め、幹

部職員で事業者のほうに訪問してもらい、

意見聴取も今しています。見直しの方向に

進んでいくことについて、改定の方向性を、

これは持っているということは今言えます

が、どの程度の見直しをいつするんかとい

うことは、まだ課題の整理をしてるという

ことをご理解願いたいと。前に進んでいっ

てるということは、管理者である私が答弁

をさせてもらいたい、こう思います。
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○池田啓子議長

井上博議員。

○９番 井上  博議員

はい、ありがとうございます。前向きな

ご答弁ありがとうございました。

以上でございます。

○池田啓子議長

これをもちまして、一般質問を終わりま

す。

以上をもちまして、本定例会の日程は全

て終了いたしました。

各案件につきまして慎重にご審議賜り、

厚くお礼申し上げます。

これをもちまして、平成27年第３回岸和

田市貝塚市清掃施設組合議会定例会を閉会

いたします。

   午後２時26分閉会



上記会議録の正確なるを証するためここに署名する。
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同 議 員 真 利 一 朗
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平成26年度岸和田市貝塚市清掃施設組合決算認定を求め
るについて

認定第１号 別冊

平成26年度岸和田市貝塚市清掃施設組合継続費精算報告
書の報告について

平 成 27 年 第 ３ 回 組 合 議 会 定 例 会 議 案
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報告第 1 号

平成 26 年度岸和田市貝塚市清掃施設組合

継続費精算報告書の報告について

平成 26 年度で継続年度が終了した事業について、地方自治法施行令第 145 条

第 2項の規定により継続費精算報告書を別紙のとおり報告する。

平成 27 年 11 月 13 日提出

岸和田市貝塚市清掃施設組合

管 理 者    藤 原 龍 男



国 庫
支 出 金

府 支
出 金

地 方 債 そ の 他
国 庫
支 出 金

府 支
出 金

地 方 債 そ の 他
国 庫
支 出 金

府 支
出 金

地 方 債 そ の 他

02 02
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

25 280,000,000 280,000,000 70,000,000 70,000,000 210,000,000 210,000,000

26 420,000,000 420,000,000 419,300,000 419,300,000 700,000 700,000

計 700,000,000 700,000,000 489,300,000 489,300,000 210,700,000 210,700,000

総
務
費

施
設
費

旧
清
掃
工
場
解
体
事
業

一 般 財 源

比　　　　　　　　較

年 割 額

左　の　財　源　内　訳 左　の　財　源　内　訳 左　の　財　源　内　訳

特 定 財 源 特 定 財 源 特 定 財 源

款 項

平 成 26 年 度 岸 和 田 市 貝 塚 市 清 掃 施 設 組 合 継 続 費 精 算 報 告 書

一 般 財 源一 般 財 源

支 出 済 額
年 割 額 と
支 出 済 額
と の 差

事

業

名

年

度

全　　体　　計　　画 実　　　　　　　　績



認定第 1 号

平成 26 年度岸和田市貝塚市清掃施設組合決算認定を求めるについて

平成 26 年度岸和田市貝塚市清掃施設組合一般会計の決算は、別紙のとおり監

査委員の審査を経たので、地方自治法第 233 条第 3 項の規定により議会の認定

を求める。

平成 27 年 11 月 13 日提出

岸和田市貝塚市清掃施設組合

管 理 者    藤 原 龍 男
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一般会計歳入歳出決算書

-1-



歳　入

款 項 予 算 現 額 調 定 額

01　分担金 3,984,900,000 3,471,000,000

01　分担金 3,984,900,000 3,471,000,000

02　使用料及び手数料 229,229,000 247,492,380

01　使用料 1,715,000 1,696,550

02　手数料 227,514,000 245,795,830

03　繰越金 364,653,000 422,717,689

01　繰越金 364,653,000 422,717,689

04　諸収入 309,703,000 509,589,409

01　雑入 309,703,000 509,589,409

05　組合債 59,100,000 59,100,000

01　組合債 59,100,000 59,100,000

4,947,585,000 4,709,899,478歳 入 合 計

-2-



（単位：円）

収 入 済 額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
予算現額と収入
済 額 と の 比 較

3,471,000,000 0 △ 513,900,000

3,471,000,000 0 △ 513,900,000

247,492,380 0 18,263,380

1,696,550 0 △ 18,450

245,795,830 0 18,281,830

422,717,689 0 58,064,689

422,717,689 0 58,064,689

509,589,409 0 199,886,409

509,589,409 0 199,886,409

59,100,000 0 0

59,100,000 0 0

4,709,899,478 0 △ 237,685,522
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歳　出

款 項 予 算 現 額

01　議会費 4,301,000

01　議会費 4,301,000

02　総務費 2,558,644,000

01　総務費 188,629,000

02　施設費 2,370,015,000

03　公債費 2,381,640,000

01　公債費 2,381,640,000

04　予備費 3,000,000

01　予備費 3,000,000

4,947,585,000歳 出 合 計

-4-



（単位：円）

支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額
予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

3,228,230 1,072,770 1,072,770

3,228,230 1,072,770 1,072,770

2,112,735,448 445,908,552 445,908,552

179,522,888 9,106,112 9,106,112

1,933,212,560 436,802,440 436,802,440

2,381,594,112 45,888 45,888

2,381,594,112 45,888 45,888

0 3,000,000 3,000,000

0 3,000,000 3,000,000

4,497,557,790 0 450,027,210 450,027,210

              管 理 者　   藤　原　　龍　男

歳入歳出差引残額 212,341,688円

平成27年11月13日提出

              岸和田市貝塚市清掃施設組合
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実 質 収 支 に 関 す る 調 書

-7-



　

-8-



(単位：千円）

金　　　　　　額

4,709,899

２． 4,497,558

３． 212,341

4．

0

５． 212,341

６．

区　　　　　　分

実 質 収 支 額

実 質 収 支 額 の う ち 地 方
自 治 法 第 233 条 の ２ の
規 程 に よ る 基 金 繰 入 額

１． 歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

（ １ ） 継 続 費 逓 次 繰 越 額

（ ２ ） 繰 越 明 許 費 繰 越 額

（ ３ ） 事 故 繰 越 し 繰 越 額

計

-9-



　

-10-



歳 入 歳 出 決 算 事 項 別 明 細 書

-11-



区　　分

4,044,000,000 △ 59,100,000 3,984,900,000

4,044,000,000 △ 59,100,000 3,984,900,000

01組合市分担金 4,044,000,000 △ 59,100,000 3,984,900,000

01 組合市分担金

229,229,000 229,229,000

1,715,000 1,715,000

01　総務使用料 1,715,000 1,715,000

01　土地使用料

02　施設使用料

227,514,000 227,514,000

01　焼却手数料 227,514,000 227,514,000

01　廃棄物手数料

154,653,000 210,000,000 364,653,000

154,653,000 210,000,000 364,653,000

01　繰越金 154,653,000 210,000,000 364,653,000

01　繰越金

歳　入

款項目

予 算 現

節　　　　

計
継続費及び繰
越事業費繰越
財 源 充 当 額

補 正 予 算 額当 初 予 算 額

01　分担金

01　分担金

02　使用料及び手数料

01　使用料

02　手数料

03　繰越金

01　繰越金

-12-



金　　額

3,471,000,000 3,471,000,000 0

3,471,000,000 3,471,000,000 0

3,471,000,000 3,471,000,000 0

3,984,900,000 3,471,000,000 3,471,000,000 0 岸和田市分担金 2,256,427,680

貝塚市分担金 1,214,572,320

247,492,380 247,492,380 0

1,696,550 1,696,550 0

1,696,550 1,696,550 0

382,000 378,920 378,920 0 電柱埋設地等使用料 378,920

1,333,000 1,317,630 1,317,630 0 附属洗車場使用料 1,317,630

245,795,830 245,795,830 0

245,795,830 245,795,830 0

227,514,000 245,795,830 245,795,830 0 廃棄物処分手数料 245,795,830

422,717,689 422,717,689 0

422,717,689 422,717,689 0

422,717,689 422,717,689 0

364,653,000 422,717,689 422,717,689 0 前年度繰越金 212,717,689

継続費 210,000,000

（単位：円）

備　  　考調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

額

節　　　　

-13-



区　　分

款項目

予 算 現

節　　　　

計
継続費及び繰
越事業費繰越
財 源 充 当 額

補 正 予 算 額当 初 予 算 額

309,703,000 309,703,000

309,703,000 309,703,000

01　雑入 309,703,000 309,703,000

01　雑入

0 59,100,000 59,100,000

0 59,100,000 59,100,000

01　清掃施設整備
　　 事業債

0 59,100,000 59,100,000

01　清掃施設整備
　　 事業債

4,737,585,000 0 210,000,000 4,947,585,000歳 入 合 計

05　組合債

01　組合債

01　雑入

04　諸収入

-14-



金　　額

備　  　考調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

額

節　　　　

509,589,409 509,589,409 0

509,589,409 509,589,409 0

509,589,409 509,589,409 0

309,703,000 509,589,409 509,589,409 0 金属類等売払収入 59,228,053

ペットボトル売払収入 11,303,204

電力売払収入 438,622,999

その他雑収入 435,153

59,100,000 59,100,000 0

59,100,000 59,100,000 0

59,100,000 59,100,000 0

59,100,000 59,100,000 59,100,000 0
ごみ処理施設増設
事業債

59,100,000

4,709,899,478 4,709,899,478 0

-15-



区　　分

4,301,000 4,301,000

4,301,000 4,301,000

01　議会費 4,301,000 4,301,000

01　報酬

03　職員手当等

09　旅費

10　交際費

11　需用費

12　役務費

14　使用料及び
　   賃貸料

18　備品購入費

2,348,644,000 210,000,000 2,558,644,000

188,629,000 188,629,000

01　一般管理費 181,688,000 181,688,000

01　報酬

02　給料

03　職員手当等

02　総務費

01　総務費

補 正 予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 財 源 充

当 額

計

01　議会費

01　議会費

予備費
支出及び
流用増減

歳　出

款項目

予 算 現 額

当 初 予 算 額

節　　　　

-16-



金　　額

3,228,230 1,072,770

3,228,230 1,072,770

3,228,230 1,072,770 議員報酬

1,859,000 1,806,000 53,000 議員報酬 1,806,000 2,359,080

678,000 553,080 124,920 議員期末手当 553,080 組合議会運営事業

892,370 349,800 542,570 費用弁償 273,000 869,150

普通旅費 76,800

50,000 0 50,000

160,000 72,820 87,180 食糧費 20,440

印刷製本費 52,380

364,000 153,900 210,100 筆耕翻訳料 153,900

292,630 292,630 0 使用料及び賃借料 292,630

5,000 0 5,000

2,112,735,448 445,908,552

179,522,888 9,106,112

175,131,266 6,556,734 職員給与等

300,000 300,000 0 特別職報酬 300,000 160,363,124

70,454,172 70,046,736 407,436 一般職給 70,046,736 清掃組合管理事務事業

66,180,828 63,826,928 2,353,900 扶養手当 2,993,500 14,768,142

管理職手当 3,408,000

地域手当 4,586,910

住居手当 642,000

嘱託手当 14,038,600

超過勤務手当 4,233,542

特殊勤務手当 195,940

通勤手当 3,274,608

期末勤勉手当 28,808,828

児童手当 1,645,000

（単位：円）

支 出 済 額 備　  　考不 用 額継 続 費
逓 次
繰 越

繰 越

明 許 費

翌年度繰越額

事 故

繰 越

-17-



区　　分

補 正 予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 財 源 充

当 額

計
予備費

支出及び
流用増減

款項目

予 算 現 額

当 初 予 算 額

節　　　　

04　共済費

07　賃金

08　報償費

09　旅費

10　交際費

11　需用費

12　役務費

13　委託料

14　使用料及び
　   賃借料

18　備品購入費

19　負担金補助
     及び交付金

27　公課費

-18-



金　　額

支 出 済 額 備　  　考不 用 額継 続 費
逓 次
繰 越

繰 越

明 許 費

翌年度繰越額

事 故

繰 越

27,524,000 26,189,460 1,334,540 健康保険組合等負担金

885,352

職員共済組合負担金

24,854,180

公務災害補償負担金

449,928

1,154,000 1,150,379 3,621 臨時雇 1,150,379

50,000 50,000 0 報償費 50,000

997,000 575,560 421,440 費用弁償 38,400

普通旅費 537,160

50,000 0 50,000

2,548,000 1,692,736 855,264 消耗品費 659,477

燃料費 421,451

食糧費 12,406

印刷製本費 306,533

光熱水費 236,083

修繕費 56,786

4,946,266 4,482,370 463,896 通信運搬費 837,972

手数料 703,009

保険料 2,941,389

1,656,888 1,656,888 0 その他の委託料 1,656,888

1,576,000 1,025,825 550,175
その他の
使用料及び賃借料

1,025,825

3,341,000 3,254,538 86,462 庁用器具費 3,225,588

図書購入費 28,950

823,846 823,846 0 負担金 523,846

補助金 300,000

86,000 56,000 30,000 公課費 56,000

-19-



区　　分

補 正 予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 財 源 充

当 額

計
予備費

支出及び
流用増減

款項目

予 算 現 額

当 初 予 算 額

節　　　　

02　総務管理費 6,642,000 6,642,000

07　賃金

08　報償費

11　需用費

13　委託料

14　使用料及び
      賃借料

16　原材料費

18　備品購入費

03　公平委員会費 63,000 63,000

01　報酬

04　監査委員費 236,000 236,000

01　報酬

11　需用費

2,160,015,000 210,000,000 2,370,015,000

01　施設管理費 2,160,015,000 210,000,000 2,370,015,000

08　報償費

09　旅費

11　需用費

02　施設費

-20-



金　　額

支 出 済 額 備　  　考不 用 額継 続 費
逓 次
繰 越

繰 越

明 許 費

翌年度繰越額

事 故

繰 越

4,139,522 2,502,478 リサイクル啓発事務事業

1,122,000 1,042,079 79,921 臨時雇 1,042,079 4,139,522

90,000 80,000 10,000 報償費 80,000

2,323,000 1,781,326 541,674 消耗品費 1,412,633

印刷製本費 314,373

修繕料 54,320

2,756,000 999,175 1,756,825 その他の委託料 999,175

108,000 85,752 22,248
その他の
使用料及び賃借料

85,752

100,000 40,607 59,393 原材料費 40,607

143,000 110,583 32,417 機械器具費 90,544

図書購入費 20,039

59,500 3,500 委員報酬

63,000 59,500 3,500 委員報酬 59,500 59,500

192,600 43,400 委員報酬

146,000 144,000 2,000 委員報酬 144,000 144,000

90,000 48,600 41,400 印刷製本費 48,600監査事務事業　 　48,600

1,933,212,560 436,802,440

1,933,212,560 436,802,440 施設管理運営事業

72,000 0 72,000 854,694,916

10,000 0 10,000
クリーンセンター維持補
修事業

319,370,000 280,153,335 39,216,665 消耗品費 135,726,747 639,023,644

燃料費 7,504,765

光熱水費 94,857,433

修繕料 42,064,390
大阪湾圏域広域処理場
整備事業

214,000

旧清掃工場
解体事業

439,280,000

-21-



区　　分

補 正 予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 財 源 充

当 額

計
予備費

支出及び
流用増減

款項目

予 算 現 額

当 初 予 算 額

節　　　　

12　役務費

13　委託料

15　工事請負費

16　原材料費

18　備品購入費

27　公課費

2,381,640,000 2,381,640,000

2,381,640,000 2,381,640,000

01　元金 2,194,581,000 2,194,581,000

23　償還金利子
　    及び割引料

02　利子 187,059,000 187,059,000

23　償還金利子
　    及び割引料

3,000,000 3,000,000

3,000,000 3,000,000

01　予備費 3,000,000 3,000,000

4,737,585,000 4,947,585,000歳 出 合 計

03　公債費

01　公債費

04　予備費

01　予備費
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金　　額

支 出 済 額 備　  　考不 用 額継 続 費
逓 次
繰 越

繰 越

明 許 費

翌年度繰越額

事 故

繰 越

7,541,000 6,613,329 927,671 手数料 6,613,329

702,226,000 647,811,522 54,414,478 その他の委託料 19,980,000

施設維持業務
委託料

627,831,522

1,268,294,000 926,520,920 341,773,080 工事費 926,520,920

71,626,000 71,305,374 320,626 原材料費 71,305,374

536,000 478,180 57,820 庁用器具費 458,604

図書購入費 19,576

340,000 329,900 10,100 公課費 329,900

2,381,594,112 45,888
長期債元金
償還事業

2,381,594,112 45,888 2,194,580,372

2,194,580,372 628
長期債利子
償還事業

2,194,581,000 2,194,580,372 628 償還金 2,194,580,372 187,013,740

187,013,740 45,260

187,059,000 187,013,740 45,260 利子及び割引料 187,013,740

0 3,000,000

0 3,000,000

0 3,000,000

4,497,557,790 450,027,210
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財 産 に 関 す る 調 書
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（１）土地及び建物

前 年 度 末 決算年度中 決算年度末 前 年 度 末 決算年度中

現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 増 減 高

岸 和 田 市 貝 塚 市
ク リ ー ン セ ン タ ー

89,999.00 89,999.00

旧 清 掃 工 場 10,834.66 10,834.66

小 渕 川 側 進 入 道 路 935.38 935.38

久 保 側 進 入 道 路 1,277.05 1,277.05

埋 立 用 地 39,291.00 39,291.00

142,337.09 142,337.09合 計

行

政

財

産

区　　　分

１.公 用 財 産

土　　地（地　積）

建

　　木　　　　　　　造　　     　　（延面積）

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
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決算年度末 前 年 度 末 決算年度中 決算年度末 前 年 度 末 決算年度中 決算年度末

現 在 高 現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 増 減 高 現 在 高

53,799.98 53,799.98 53,799.98 53,799.98

5,449.20 △ 5,385.20 64.00 5,449.20 △ 5,385.20 64.00

59,249.18 △ 5,385.20 53,863.98 59,249.18 △ 5,385.20 53,863.98

物

　　木　　　　　　　造　　     　　（延面積） 　　非　　　木　　　造　　　　（延面積） 延　　面　　積　　計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
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２.重 要 物 品 調 書

区 分 前 年 度 末 現 在 高 決 算 年 度 中 増 減 高 決 算 年 度 末 現 在 高

机 ・ 卓 子 類 4 4

い す 類 3 3

事 務 用 機 械 器 具 類 8 △ 4 4

計 器 類 10 10

電 気 器 具 類 1 △ 1 0

機 械 類 41 △ 28 13

工 具 類 12 12

車 両 類 12 △ 1 11

理 科 学 実 験 器 具 類 2 △ 2 0

標 本 模 型 類 2 △ 1 1

雑 具 類 7 7

合 計 102 △ 37 65

台台台
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平 成 26 年 度

岸和田市貝塚市清掃施設組合

決 算 審 査 意 見 書

岸和田市貝塚市清掃施設組合監査委員





岸貝清組監査第４号

平成 27年９月 28 日

岸和田市貝塚市清掃施設組合

管理者 藤原 龍男 様

岸和田市貝塚市清掃施設組合

監査委員 平田 徹

同 谷口 美保子

平成 26年度岸和田市貝塚市清掃施設組合一般会計

歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 233 条第 2 項の規定により、審査に付

された平成 26年度岸和田市貝塚市清掃施設組合一般会計の歳入歳出決算及び証

書類その他政令で定める書類を審査したので、その結果についての意見を次の

とおり提出します。



目   次

第１ 審査の対象 --------------------------------------------- １

第２ 審査の期間 --------------------------------------------- １

第３ 審査の方法 --------------------------------------------- １

第４ 審査の結果 --------------------------------------------- １

第５ 総括意見 --------------------------------------------- １

第６ 審査の概況 --------------------------------------------- ３

１ 一般会計 --------------------------------------------- ３

(1)決算状況 --------------------------------------------- ３

(2)歳入 --------------------------------------------- ４

(3)歳出 --------------------------------------------- ８

２ 財産 --------------------------------------------- 12

(1)公有財産 --------------------------------------------- 12

(2)重要物品 --------------------------------------------- 13

注記

1 千円単位で表示した金額は、百円単位を四捨五入した。そのため差額又は合計

金額が一致しない場合がある。

2 比率(％)は、小数点第 2 位を四捨五入した。そのため小計又は合計が内訳と

一致しない場合がある。

3 各表中の符号の用法は、次のとおりである。

  「0.0」    該当数値はあるが単位未満のもの

  「 － 」    該当数値がないもの

  「 △ 」    マイナスのもの
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平成 26 年度 岸和田市貝塚市清掃施設組合一般会計歳入歳出決算審査意見

第1 審査の対象

平成 26年度 岸和田市貝塚市清掃施設組合一般会計歳入歳出決算

第 2 審査の期間

平成 27年９月９日から平成 27年９月 28 日まで

第 3 審査の方法

審査に当たっては、一般会計歳入歳出決算書、実質収支に関する調書、歳

入歳出決算事項別明細書及び財産に関する調書が関係法令に準拠して作成

されているか、また、これらの書類の計数は関係諸帳簿、証書類と一致して

いるかを照査したほか、必要に応じ関係職員の説明を聴取して審査した。

第 4 審査の結果

審査に付された一般会計歳入歳出決算書及び関係書類は、いずれも関係法

令に準拠して作成されており、関係諸帳簿と符合し、その係数は正確であり、

予算の執行についてもおおむね適正に運用されているものと認められた。

なお、一般会計の概要及び意見については、以下に述べるとおりである。

第 5 総括意見

平成26年度の一般会計決算額は、歳入4,709,899,478円(対前年度比2.2％

増)、歳出 4,497,557,790 円(同 7.5％増)で、歳入歳出差引額の形式収支及び

実質収支は 212,341,688 円となっている。

歳入の増減をみると、前年度に比べ使用料及び手数料で 17,157 千円

(7.4％)、繰越金で231,862千円(121.5％)、諸収入で179,105千円(54.2％)、

組合債で 54,200 千円(1,106.1％)増加し、分担金で 379,000 千円(9.8％)減

少している。

歳出においては、主に総務費で330,900千円(18.6％)の増加となっている。

性質別歳出決算状況については、投資的経費で 73,609 千円(1,351.9％)、

その他経費で 254,908 千円(15.7％)増加し、義務的経費で 14,817 千円

(0.6％)減少している。この結果、歳出に占める割合は、義務的経費 56.5％、

投資的経費 1.8％、その他経費 41.7％となっている。
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当年度は、岸和田市貝塚市クリーンセンターが本格的に稼動を開始してから８

年目にあたるが、決算においては、クリーンセンター建設にかかる起債の償還額

がピーク(平成 23 年度)を過ぎたものの依然として 24 億円近くの金額にあり、歳

出全体に占める割合は約５割という状態にある。この起債償還額は平成 28年度ま

でこのまま推移していくことに加え、施設の経年に伴いごみ焼却炉を中心として

部材等の消耗・劣化が進んでいくことは必然であり、経費の増嵩は避けられない

状況にあると考えられる。そのような中で、懸案であった旧清掃工場の解体撤去

工事を前年度から２ケ年の継続事業で予定どおり完遂したことに対し、評価する

ものである。

歳入の中で自主財源についてみると、使用料及び手数料については前年度比

17,157 千円(7.4％)増加しているが、これは廃棄物処分手数料の増加によるもので

ある。また、諸収入では、電力売払収入において、電気事業者による再生可能エ

ネルギー電気の調達に関する特別措置法(いわゆる FIT 法)に基づき、前年度に契

約方法を変更し、その収入増加を図ってきたものを、さらに当年度は一般競争入

札の実施により 176,563 千円(67.4％)の大幅な増を確保している。これは迅速で

適確な施設運営に努められた結果によるものと評価するところである。

一方、歳出についてみると、工事請負費において前年度比 328,539 千円(54.9％)

増加しているが、これは主に旧清掃工場解体撤去工事費、主灰クレーン増設工事

費、原水槽塗装改修工事費の増によるものである。このように施設の運営維持経

費は今後も確実に増加していくものと考えられる。

したがって、構成両市の厳しい財政状況も鑑みながら、その費用抑制に向けた

取組みに一層尽力されるとともに、事業系一般廃棄物処分手数料の減免制度の見

直しをはじめ、財源の堅実な確保に引き続き鋭意努力されたい。

さらに、現クリーンセンターの安定運営を堅持しつつ「最少の経費で最大の効

果」の実現に向け、今後も効率的な事業運営に努めるとともに、各方面に関わる

課題については両市と積極的な協議を進めながら、廃棄物処理事業の安心・安全

かつ円滑な遂行に十分配意され、市民生活の快適な環境保持に寄与されることを

強く望むものである。
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第 6 審査の概況

1 一般会計

(1)決算状況

当年度の決算状況は、予算現額 4,947,585 千円に対し、歳入 4,709,899 千円(対

前年度比 2.2％増)、歳出 4,497,558 千円(同 7.5％増)で、歳入歳出差引額の形式収

支及び実質収支は 212,342 千円で、単年度収支は△376 千円となっている。

過去 5年間における決算状況は、次表のとおりである。

(単位：円)

区分

年度

決   算   額 形式収支
翌年度へ繰越

すべき財源(D)

実質収支

(C)－(D)

単年度収支

(当該年度実質収支―

前年度実質収支)歳入 (A) 歳出 (B)
(A)－(B)＝

(C)

26 4,709,899,478 4,497,557,790 212,341,688 0 212,341,688 △376,001

25 4,606,575,606 4,183,857,917 422,717,689 210,000,000 212,717,689 21,862,409

24 4,089,621,219 3,898,765,939 190,855,280 0 190,855,280 24,139,094

23 4,031,177,584 3,864,461,398 166,716,186 0 166,716,186 △68,821,552

22 4,028,565,868 3,793,028,130 235,537,738 0 235,537,738 54,957,811

歳入歳出予算現額 4,947,585,000 円

歳 入 決 算 額 4,709,899,478 円

歳 出 決 算 額 4,497,557,790 円

歳入歳出差引残額 212,341,688 円
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(2)歳  入

26 年度 25 年度

予 算 現 額 4,947,585,000 円 4,598,106,000 円

調 定 額 4,709,899,478 円 4,606,575,606 円

収 入 済 額 4,709,899,478 円 4,606,575,606 円

不納欠損額 0円 0円

収入未済額 0円 0円

当年度の歳入は、予算現額 4,947,585 千円に対し、調定額、収入済額とともに

4,709,899 千円となり、前年度に比べ 103,324 千円(2.2％)増加している。

増加したものは、使用料及び手数料で 17,157 千円(7.4％)、繰越金で 231,862 千

円(121.5％)、諸収入で 179,105 千円(54.2％)、組合債で 54,200 千円(1,106.1％)

である。

減少したものは、分担金で 379,000 千円(9.8％)である。

財源別では、自主財源は 4,650,799 千円(構成比 98.8％)で、前年度に比べ 49,124

千円(1.1％)増加し、依存財源は59,100千円(構成比1.2％)で、前年度に比べ54,200

千円(1,106.1％)増加している。

款別歳入決算状況については、次表のとおりである。

(単位：円、％)

区分

款別

26  年  度 収 入 率 構成

比率

25 年 度 構成

比率予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額
予 算 現 額

に 対 す る

調 定 額

に 対 す る
収 入 済 額

分担金 3,984,900,000 3,471,000,000 3,471,000,000 87.1 100.0 73.7 3,850,000,000 83.6

使用料及び

手数料
229,229,000 247,492,380 247,492,380 108.0 100.0 5.3 230,335,780 5.0

繰越金 364,653,000 422,717,689 422,717,689 115.9 100.0 9.0 190,855,280 4.1

諸収入 309,703,000 509,589,409 509,589,409 164.5 100.0 10.8 330,484,546 7.2

組合債 59,100,000 59,100,000 59,100,000 100.0 100.0 1.2 4,900,000 0.1

計 4,947,585,000 4,709,899,478 4,709,899,478 95.2 100.0 100.0 4,606,575,606 100.0
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各款別について決算内容は、以下のとおりである。

第 1 款 分担金

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額

不 納

欠損額

収 入

未済額

対 予 算

増 減 額
収入率

26 3,984,900,000 3,471,000,000 3,471,000,000 0 0 △513,900,000 100.0

25 4,050,000,000 3,850,000,000 3,850,000,000 0 0 △200,000,000 100.0

増減 △65,100,000 △379,000,000 △379,000,000 0 0 △313,900,000

予算現額3,984,900千円に対し、調定額、収入済額ともに3,471,000千円となり、

前年度に比べ 379,000 千円(9.8％)減少している。

収入済額の内訳は、岸和田市分担金 2,256,428 千円、貝塚市分担金 1,214,572 千

円であり、予算現額に対し、513,900 千円の減額となっているが、これは、常に工

事請負費をはじめ運営経費の抑制と、電力売払収入などの増収に努めた結果による

ものである。

今後も両市の厳しい財政状況に鑑み、歳入歳出両面での努力を重ね、分担金の軽

減を図られたい。

第 2 款 使用料及び手数料

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額

対 予 算

増 減 額
収入率

26 229,229,000 247,492,380 247,492,380 0 0 18,263,380 100.0

25 222,477,000 230,335,780 230,335,780 0 0 7,858,780 100.0

増減 6,752,000 17,156,600 17,156,600 0 0 10,404,600

予算現額 229,229 千円に対し、調定額、収入済額とともに 247,492 千円となり、

前年度に比べ 17,157 千円(7.4％)増加している。

収入済額の内訳は、使用料 1,696 千円、手数料 245,796 千円である。

手数料については、前年度より 17,162 千円(7.5％)増加しているが、これは、ご

み搬入量の増に伴い廃棄物処分手数料が増加したことによるものである。

廃棄物処分手数料については、事業系一般廃棄物処分手数料の減免制度の見直し

を進めるなど、受益者負担の適正化に向けて鋭意努力を重ねられたい。
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第 3 款 繰越金

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額

対 予 算

増 減 額
収入率

26 364,653,000 422,717,689 422,717,689 0 0 58,064,689 100.0

25 39,202,000 190,855,280 190,855,280 0 0 151,653,280 100.0

増減 325,451,000 231,862,409 231,862,409 0 0 △93,588,591

予算現額 364,653 千円に対し、調定額、収入済額ともに 422,718 千円となり、前

年度に比べ 231,862 千円(121.5％)増加している。

これは、継続事業である旧工場解体撤去に係る工事請負費 210,000 千円を前年度

から逓次繰越したためである。

第 4 款 諸収入

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額

対 予 算

増 減 額
収入率

26 309,703,000 509,589,409 509,589,409 0 0 199,886,409 100.0

25 281,527,000 330,484,546 330,484,546 0 0 48,957,546 100.0

増減 28,176,000 179,104,863 179,104,863 0 0 150,928,863

予算現額 309,703 千円に対し、調定額、収入済額ともに 509,589 千円となり、前

年度に比べ 179,105 千円(54.2％)増加している。

これは、電力売払収入で、176,563 千円(67.4％)の大幅な増加によるものである。

電力売払収入等は貴重な自主財源であり、引き続き安定的な確保に努められたい。
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第 5 款 組合債

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額

対 予 算

増 減 額
収入率

26 59,100,000 59,100,000 59,100,000 0 0 0 100.0

25 4,900,000 4,900,000 4,900,000 0 0 0 100.0

増減 54,200,000 54,200,000 54,200,000 0 0 0

予算現額 59,100 千円に対し、調定額、収入済額ともに、59,100 千円となり、前

年度に比べ 54,200 千円(1,106.1％)増加している。これは、ごみ処理施設増設に係

る起債を発行したことによるものである。
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(3)歳  出

26 年度 25 年度

予 算 現 額 4,947,585,000 円 4,598,106,000 円

支 出 済 額 4,497,557,790 円 4,183,857,917 円

翌年度繰越額 0円 210,000,000 円

不 用 額 450,027,210 円 204,248,083 円

当年度の歳出は、予算現額 4,947,585 千円に対し、支出済額は 4,497,558 千円(執

行率 90.9％)となり、前年度に比べ 313,700 千円(7.5％)増加している。

不用額 450,027 千円の内訳は、主に総務費における 445,909 千円である。

支出済額を款別にみると、議会費 3,228 千円(構成比 0.1％)、総務費 2,112,735

千円(同 47.0％)、公債費 2,381,594 千円(同 52.9％)である。前年度に比べ議会費

で459千円(16.6％)、総務費で330,900千円(18.6％)の増加に対し、公債費で17,659

千円(0.7％)の減少となっている。

節別に前年度と比較してみると、主に給料 1,201千円(1.7％)、職員手当等 1,055

千円(1.7％)、需用費 33,276 千円(13.3％)、委託料 35,943 千円(5.8％)、工事請負

費 328,539 千円(54.9％)、備品購入費 3,018 千円(365.9％)の増加に対し、報償費

1,505 千円(92.0％)、原材料費 73,407 千円(50.7％)、償還金利子及び割引料 17,659

千円(0.7％)の減少となっている。

目的別歳出決算状況については、次表のとおりである。

(単位：円、％)

区分

款別

26 年 度 25 年度

支出済額

増  減

支出済額

構成比率

予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
翌年度

繰越額
支出済額

26

年

度

25

年

度

議会費 4,301,000 3,228,230 75.1 － 2,769,146 459,084 0.1 0.1

総務費 2,558,644,000 2,112,735,448 82.6 － 1,781,835,567 330,899,881 47.0 42.6

公債費 2,381,640,000 2,381,594,112 100.0 － 2,399,253,204 △17,659,092 52.9 57.3

予備費 3,000,000 0 － － 0 －

計 4,947,585,000 4,497,557,790 90.9 － 4,183,857,917 313,699,873 100 100
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性質別歳出決算状況については、次表のとおりである。

(単位：千円、％)

区    分
26  年  度 25  年  度

増減額 増減率
決 算 額 構 成 比 決 算 額 構 成 比

義
務
的
経
費

人 件 費 161,419 3.6 158,422 3.8 2,997 1.9

扶 助 費 1,645 0.0 1,800 0.0 △155 △8.6

公 債 費 2,381,594 52.9 2,399,253 57.4 △17,659 △0.7

計 2,544,658 56.5 2,559,475 61.2 △14,817 △0.6

投
資
的
経
費

普通建設事業費 79,054 1.8 5,445 0.1 73,609 1,351.9

災害復旧事業費 － － － － - -

計 79,054 1.8 5,445 0.1 73,609 1,351.9

そ
の
他
経
費

物 件 費 1,399,144 31.1 1,053,819 25.2 345,325 32.8

維持補修費 470,445 10.5 559,190 13.4 △88,745 △15.9

補 助 費 等 4,257 0.1 5,929 0.1 △1,672 △28.2

計 1,873,846 41.7 1,618,938 38.7 254,908 15.7

歳出合計 4,497,558 100.0 4,183,858 100.0 313,700 7.5

義務的経費は2,544,658千円で、前年度に比べ14,817千円(0.6％)減少している。

これは主に人件費で2,997千円(1.9％)の増加に対し、公債費で17,659千円(0.7％)

減少したためである。

投資的経費は 79,054 千円で、前年度に比べ 73,609 千円(1,351.9％)増加してい

る。これはクリーンセンター維持補修事業のうち施設の更新増設に係る工事請負費

が増加したためである。

その他の経費は 1,873,846 千円で、前年度に比べ254,908 千円(15.7％)増加して

いる。これは、主に物件費である旧清掃工場解体撤去工事に係る工事請負費が増加

したためである。
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各目的別について決算内容は、以下のとおりである。

第 1 款 議会費

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執行率

26 4,301,000 3,228,230 0 1,072,770 75.1

25 4,257,000 2,769,146 0 1,487,854 65.0

増減 44,000 459,084 0 △415,084

予算現額 4,301 千円に対し、支出済額は 3,228 千円(執行率 75.1％)となり、前年

度に比べ 459 千円(16.6％)増加している。これは、主に議員視察旅費の増加による

ものである。

第 2 款 総務費

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執行率

26 2,558,644,000 2,112,735,448 0 445,908,552 82.6

25 2,191,538,000 1,781,835,567 210,000,000 199,702,433 81.3

増減 367,106,000 330,899,881 △210,000,000 246,206,119

予算現額 2,558,644 千円に対し、支出済額は 2,112,735 千円(執行率 82.6％)とな

り、前年度に比べ 330,900 千円(18.6％)増加している。

これは、主に旧清掃工場解体撤去工事に係る工事請負費に伴うものである。

支出済額の主なものは、人件費 159,060 千円(構成比 7.5％)、需用費 283,676 千

円(同 13.4％)、委託料 650,354 千円(同 30.8％)、工事請負費 926,521 千円(同

43.9％)、原材料費 71,346 千円(同 3.4％)である。

不用額 445,909 千円の主なものは、工事請負費 341,773 千円、委託料 56,171 千

円、需用費 40,655 千円である。
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第 3 款 公債費

(単位：円、％)

区分

年度
予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執行率

26 2,381,640,000 2,381,594,112 0 45,888 100.0

25 2,399,311,000 2,399,253,204 0 57,796 100.0

増減 △17,671,000 △17,659,092 0 △11,908

予算現額 2,381,640 千円に対し、支出済額は 2,381,594 千円(執行率 100.0％)と

なり、前年度に比べ 17,659 千円(0.7％)減少している。

支出済額の内訳は、元金 2,194,580 千円(構成比 92.1％)、利子 187,014 千円(同

7.9％)である。

組合債の前年度末未償還額は12,860,315千円で、当年度は59,100千円を借入れ、

2,194,580 千円を償還した結果、当年度末未償還額は 10,724,835 千円となっている。

第 4 款 予備費

当初予算額 3,000 千円であるが、充用額はない。
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2 財  産

(1)公有財産

ア 土  地

(単位：㎡)

区分

年度
行 政 財 産 普 通 財 産 計

26 142,337.09 0 142,337.09

25 142,337.09 0 142,337.09

増減 0 0 0

前年度末と同様で増減はない。

イ 建  物

(単位：㎡)

区分

年度
行 政 財 産 普 通 財 産 計

26 53,863.98 0 53,863.98

25 59,249.18 0 59,249.18

増減 △5,385.20 0 △5,385.20

旧清掃工場解体撤去に伴い 5,385.20 ㎡の減少である。
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(2)重要物品

決算年度末の現在高は、次表のとおりである。

(単位：台)

区  分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

机 ・ 卓 子 類 4 0 4

い す 類 3 0 3

事務用機械器具類 8 △4 4

計 器 類 10 0 10

電 気 器 具 類 1 △1 0

機 械 類 41 △28 13

工 具 類 12 0 12

車 両 類 12 △1 11

理化学実験器具類 2 △2 0

標 本 模 型 類 2 △1 1

雑 具 類 7 0 7

計 102 △37 65

取得価格 50 万円以上(昭和 58 年 3 月 31 日までに取得したものについては 30 万

円以上)の重要物品の当年度末現在高は、37台減少し 65 台である。


